
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

原水爆禁止世界大会がせまってきました。今年の世界大会は、7月 7日に「核兵器禁止条約」が

採択されたことを受けた歴史的な大会です。広島・長崎への原爆投下から 72年、歴史は大きく音

を立てて動き、「核兵器のない世界」への扉がついに開かれました。その流れを作り出した大きな

力の一つが、1955年から開かれてきた原水爆禁止世界大会です。毎年、毎年、日本じゅうから「核

兵器なくそう」の声と運動を集めて、被爆者を支援し連帯して開かれてきた世界大会の積み重ね

が、ここまで歴史をすすめてきました。今年の原水爆禁止世界大会は、これまでの運動の成果と

教訓を確認し合う歴史的な大会です。 

 

「核兵器禁止条約」の採択は、「核兵器のない世界」へのスタートです。まずは、被爆国の政府

として、日本政府に条約への署名・参加を迫らなければなりません。そして、この条約を力に、

核兵器保有国に対して、「違法な核兵器を廃棄せよ」と法的に迫る運動をすすめながら、圧倒的な

国際世論の力で、核兵器保有国・同盟国の条約への署名・参加を要請していかなければなりませ

ん。日本政府・核保有国政府を動かす力は、やっぱり「ヒバクシャ国際署名」です。今年の世界

大会は、「核兵器のない世界」にむけ、「ヒバクシャ国際署名」を柱にした新たな運動のスタート

を誓い合う大切な大会です。 

また、今年の国民平和大行進では、自治体首長から次々と署名への賛同が寄せられ、15 県知事

を含む 746自治体首長にのぼっています（7月 23日現在）。核兵器廃絶を求める大きな共同が広が

っています。今年の世界大会は、戦争法廃止、共謀罪廃止、安倍改憲反対などの課題と結んで、

共同を大きく発展させる契機となる大会です。 

 

このように、今年の世界大会は歴史的な大会です。国連の軍縮担当上級代表の中満泉さんをは

じめ、22 か国以上の代表が参加します。ところが、参加確認は、まだ目標の 6 割です。歴史的な

意義に見合うものになっていません。あと２週間、最後の奮闘で、必ず目標を達成して大きく成

功させましょう。 

被爆者の平均年齢は 80 歳を超えています。被爆者から直接、被爆体験を聞ける大会としても、

成功させなければなりません。職場・地域から多くの青年たちを世界大会に送り出し、被爆の実

相を学び、平和のバトンをつなぐ大会として、成功させようではありませんか。 



★アイルランド大統領、自由党・小沢代表から、メッセージが届いています。長崎チラシとあ

わせてどうぞ、ご活用ください。 

アイルランドの大領領からメッセージ 
 

世界大会実行委員会にアイルランドのマイケル・ヒギンズ大

統領から世界大会への連帯メッセージ（全文は次ページ）が届

きました。アイルランドは核兵器禁止条約交渉会議で、「みな

さんの支持と主張がなければ、われわれはこの地点まで到達す

ることはできなかっただろう」（オブライエン大使）と市民社

会の役割を高く評価しました。 

ヒギンズ大統領は、「この世界大会の活動とメッセージは、

最近、国連でおこなわれた交渉の終結によって大きく強められ

ています。そこでは 122 の国々が核兵器禁止に関する条約に賛成し、採択しました。それは

一歩ずつではあっても歴史的な前進であり、責任ある多国間主義の行動力と、万人のために

世界を変える私たちの能力とをはっきりと示すものです」と核兵器禁止条約交渉会議を高く

評価し、「核兵器禁止条約は、全ての人にとってより安全でより平和な世界に向かって多く

の国々と市民社会がともに活動することによって、被爆者のセツコ・サーローさんが今年 3

月ニューヨークで描いた未来を実現することが可能だという強力なシグナルを発していま

す。それは、『もう誰も核兵器の非人道的で言葉に尽くせない被害を経験することのない』

未来です。私は、この世界大会と参加者のみなさんが未来に続く大きな成功を収めることを

願っています」と大会成功への期待を述べています。 

 

原水爆禁止 2017年世界大会へのアイルランド・ 

マイケル・ヒギンズ大統領からのメッセージ 

 

原水爆禁止世界大会の多大なご努力に連帯のメッセージを送り、アイルランドの支持をお伝えする機会を

いただいたことを名誉とし、感謝いたします。 

 

 アイルランドは核兵器のない世界を実現する願いをともにし、その促進を追求いたします。それは、72 年前、

広島と長崎の二つの都市でおこった壊滅的な破壊が決して繰り返されないことを確かなものとする世界です。

悲しいことにこれらの恐るべき兵器はいまも存在していますが、核軍縮で重要な進展が実現したことは心強い

ことであり、これが核兵器の完全廃絶へと進むよう願うものです。 

 

 この世界大会の活動とメッセージは、最近、国連でおこなわれた交渉の終結によって大きく強められています。

そこでは 122の国々が核兵器禁止に関する条約に賛成し、採択しました。 



 

 それは一歩ずつではあっても歴史的な前進であり、責任ある多国間主義の行動力と、万人のために世界を

変える私たちの能力とをはっきりと示すものです。核軍備撤廃を求めるアイルランドの揺るぎない伝統の上に、

私たちはこの新しい条約が、核不拡散条約を、そして核兵器のない世界という共通の、地球的なビジョンを強

め補完するものであると考えています。 

 

 私たちは、核兵器の極めて現実的な危険と破滅的な人道的帰結について啓発することは、新しい条約を生

み出す上で不可欠であり、これからも続けられなければならないと信じています。私たちは、この分野での世界

大会の活動に称賛を送ります。アイルランドはまた、私たち自身の歴史から、被害者や命を失った人々を偲ぶ

ことは集団的な義務であり責任であることを深く理解しています。新しい条約が具体的に被爆者に言及し、称え

ていること、核兵器の犠牲者の記憶を称え、生存者が二度とこれらの兵器が使われないよう求め、活きた証言

をつうじて果たしている核心的役割を称えていることは、胸にしみることであり、まさに適切なことです。 

 

 核軍縮で実現した進展は、暴力と紛争によってあまりに多くの人々が命と暮らしを失い、止まるところを知らな

い脅威があまりにも横行しているいま、新たな希望を表わしています。 

 

 核兵器禁止条約は、全ての人にとってより安全でより平和な世界に向かって多くの国々と市民社会がともに

活動することによって、被爆者のセツコ・サーローさんが今年 3 月ニューヨークで描いた未来を実現することが

可能だという強力なシグナルを発しています。それは、「もう誰も核兵器の非人道的で言葉に尽くせない被害を

経験することのない」未来です。私は、この世界大会と参加者のみなさんが未来に続く大きな成功を収めること

を願っています。 

マイケル・D・ヒギンズ 

アイルランド大統領 

2017年 7月 14日 

 

 

 

 

自由党の小沢一郎代表からメッセージ  
世界大会実行委員会は、核兵器禁止条約の採択を受けて開催される 8 月の原水爆禁止世界大会に、核

兵器禁止条約を支持する政党へ、大会へのメッセージを要請しました。自由党の小沢一郎代表からのメ

ッセージを紹介します。 





 



 


